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1 1月25日（水） 「小中合同駅伝大会」

保護者.地域の皆様､温かいご声援ありがとうございました｡小中学生の'2チーム+教職員チームといいたい

ところですが､子どもたちに花を持たせるために教職員チームの参加は見合わせました(笑） なお､開催に
あたっては､一級河川八戸川河川災害関連事業安全協議会力競技中の工事を止めて､沿道て、安全確認や応
援をしてくださいました｡また､児童.生徒に激励の飲み物もいただきました｡お礼申しあげます。

子どもからエネルギーをもらう
早いものて、｜ ｜月も残りわずかとなり､もうすぐ師走を迎えます｡学校は2学期のまとめと振り

返りに加えて新年度の準備をする時期となりました｡職員室を見渡すと期末テストを作成する教

員､次期生徒会の準備をする教員､面談や進路選択に向けて資料を作成する教員､研究授業の

ため指導案を作成する教員､新入生受け入れの準備をする教員や新年度に向けて予算や備品

関係の仕事をする職員などいつもと変わらない仕事と光景が広がっています｡ただ昨年との大

きな違いを言うならば､みんなマスクを着けていることと例年のインフルエンザ流行の話題に加

えてそれ以上に新型コロナウイルス感染症の拡大を心配する声が多いということて、す｡て、もこれ

は学校の職員室の中だけて、はなく､どの職場もどこのご家庭て、も同じだと思います｡先般発表

された｢新語･流行語大賞2020｣ノミネート語には話題のゲーム｢あつ森｣やガールズグルー

プ｢NiziU｣などもありますが､そのほとんどが新型コロナ禍に関係するものばかりでした。 12月

初めにはﾄｯﾌﾟテンや大賞の発表がありますが､同じく'4日に決まる｢今年の漢字｣についても

何となく新型コロナ関係になりそうな予感がします｡皆さんはいかがお考えでしょうか。

ただそのような状況下て、あっても､子どもたちは学校で伸び伸びと学び､生き生きと活動して

います｡その姿を見るにつけて､私たちは子どもが持つ力の素晴らしさを感じるとともに､子ども

たちからエネルギーをもらっています｡私はこの年になって改めて｢教師｣という仕事はいいなぁ

と思うとともに､生徒にはもっともっと｢いろんな力」を身に付けてほしい､そのためには教職員も

もっともっと｢いろんな力」を身に付けていかなければならないと考える日々を過ごしています。




